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                          令和２年３月２６日 

一般社団法人不動産協会 

 

 

『第１０回不動産協会賞』決定 
 

 

 

一般社団法人不動産協会（理事長：菰田 正信 三井不動産社長）では、『不動産協会賞』を決定

いたしました。 

 

『不動産協会賞』は、不動産協会の社会貢献活動の一環として、日本経済や国民生活に関する著

作物の中から、世の中の多くの方々に読んでいただくことにより、当協会が直面する幅広い課題に

ついてご理解をいただくのに資する著作物を表彰するものです。 

 

著作のジャンルは、「国際競争力を高める都市再生」「良好な住宅ストックの形成」「防災・減災｣

「環境問題」「持続可能なまちづくり」「コンプライアンス｣「法制度」「エネルギー問題」など、幅

広い分野の著作物を対象としています。 

 

 

 

≪第１０回『不動産協会賞』受賞作品≫ （著者 五十音順） 

○ 水害列島 

 （ 土屋 信行 著・文藝春秋 ） 

 

○ 人口減少社会のデザイン 

 （ 広井 良典 著・東洋経済新報社 ） 

 

○ アグリカルチャー４．０の時代 農村 DX革命 

（  三輪 泰史、井熊 均、木通 秀樹 著・日刊工業新聞社  ） 
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第１０回『不動産協会賞』受賞作品 

（著者 五十音順） 

『 水害列島 』 

著 者： 土屋 信行 

出版社： 文藝春秋 

内   容： 平成に入り全国で続発する水害。平成２６年広島土砂災害、平成３０年西日本豪雨

などを引き合いに「大水害」の危機を『水害列島』と銘打って警告した本書。土木・

災害の専門家が、首都圏の大洪水（外水氾濫、内水氾濫、高潮洪水、地震洪水）の危

険性や、次世代のために私たちが今何をなすべきかを説いた一冊。 

 

『 人口減少社会のデザイン 』 

著 者： 広井 良典 

出版社： 東洋経済新報社 

内   容： 社会保障や環境、医療、都市・地域に関する政策研究から、時間、ケア、死生観等

をめぐる哲学的考察までジャンルを横断した研究や発言を続けてきた第一人者によ

り 10 の論点と提言が述べられている。環境･福祉･経済が調和した「持続可能な福祉

社会モデル」の実現について詳しく説いた一冊。 

 

『 アグリカルチャー４.０の時代 農村 DX革命 』 

著 者： 三輪 泰史、井熊 均、木通 秀樹 

出版社： 日刊工業新聞社 

内   容： ICT/IoTからデジタル・トランスフォーメーション(DX)化への流れが、農業ビジネス

のみならず農村と社会のあり方を変えていく。第4次農業革命の展開策を示す内容は、

次世代の農業・農村の姿を実現するための具体策を提示するとともに、今後の日本の

地域活性化に向けた取組を考えていく上でも参考になる一冊。 

■一般社団法人不動産協会について 

 

 一般社団法人不動産協会（理事長：菰田正信 三井不動産社長）は、まちづくりや良質な住宅供給、

オフィスビルやショッピングセンターの開発、運営などを行う不動産事業者の団体です。 

（会員企業１５７社） 
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■「不動産協会賞」選考委員 

 （敬称略） 

青山 佾(座長) 明治大学名誉教授 

田中 里沙 事業構想大学院大学学長・（株）宣伝会議 取締役副社長 

増田 寛也 日本郵政（株）代表執行役社長 

三橋 博巳 (公社)日本不動産学会 顧問 

和泉 晃      東京建物（株）取締役常務執行役員 

仲田 裕一     三井不動産（株）企画調査部長 

内田 要 (一社)不動産協会 副理事長専務理事 

 

 

 〔本件に関する問合せ先〕 

〒１００－６０１７  東京都千代田区霞が関３－２－５（霞が関ビル１７階） 

一般社団法人不動産協会   担当：古賀、永野、久津輪、栗原、飛田（孝） 

ＴＥＬ：０３－３５８１－９４２１   ＦＡＸ：０３－３５８１－７５３０ 

 

以 上 


